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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端部を構成する先端硬質部に、内視鏡挿入軸方向を照らす照明光学系及び直
視する観察光学系を設けた内視鏡観察部と、複数の圧電素子を配列して挿入軸方向に対し
て略側方を超音波走査範囲とする超音波走査面を形成した超音波観察部と、処置具が突没
可能に挿通される処置具開口とを具備する電子走査式超音波内視鏡において、
　前記処置具開口から突出する前記処置具の突出量の変化に伴い前記内視鏡観察部と、前
記超音波観察部の超音波走査面との相対位置を変化させる観察部移動手段を設けたことを
特徴とする電子走査式超音波内視鏡。
【請求項２】
　前記観察部移動手段は、前記内視鏡観察部又は前記超音波観察部の少なくとも一方の移
動抵抗が所定状態よりも増大した場合に、前記内視鏡観察部又は前記超音波観察部の少な
くとも一方への駆動力の伝達を阻止するスリップ機構を具備することを特徴とする請求項
１に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【請求項３】
　前記観察部移動手段は、前記処置具の外周面に設けられた噛合部と、該噛合部に噛合し
前記処置具の突没に連動して前記内視鏡観察部又は前記超音波観察部の少なくとも一方を
移動させるギア部とを具備することを特徴とする請求項１又は２に記載の電子走査式超音
波内視鏡。
【請求項４】
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　前記観察部移動手段は、前記処置具の前記処置具開口からの突出に応じて、前記超音波
観察部を前記内視鏡観察部に対して相対的に前記挿入軸方向に進出させることを特徴とす
る請求項１から３のいずれか一項に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【請求項５】
　前記観察部移動手段は、前記処置具の前記処置具開口からの突出に応じて、前記超音波
走査範囲が前記処置具の突出方向に移動するように前記超音波観察部を進出させることを
特徴とする請求項４に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【請求項６】
　前記観察部移動手段は、前記処置具の前記処置具開口からの突出に応じて、前記超音波
観察部を前記内視鏡観察部の観察方向に対して相対的に回動させることを特徴とする請求
項１から３のいずれか一項に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【請求項７】
　前記観察部移動手段は、前記処置具の前記処置具開口からの突出に応じて、前記超音波
走査範囲が前記処置具の突出方向に傾倒するように前記超音波観察部を回動させることを
特徴とする請求項６に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、観察光学系及び照明光学系を有する内視鏡観察部と、電子走査して超音波画像
を得る超音波観察部とを備えた電子走査式超音波内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、体腔内に挿入可能な内視鏡の挿入部の先端側に超音波観察部を設け、この超音波観
察部によって超音波断層画像を得られるようにするとともに、この内視鏡に設けた処置具
挿通用チャンネルを通して体腔内に処置具を導いて、病変部の組織を採取する等の診断や
処置を行える電子走査式或いは機械走査式の超音波内視鏡が実用化されている。
【０００３】
従来の超音波内視鏡では超音波観察部を先端面から突出させた構造であるため、観察光学
系の観察視野を確保するために視野範囲を挿入方向に対して斜めの斜視光学系で構成して
いた。しかし、術者からは内視鏡観察を広範囲にわたって、できるだけ直視に近い状態で
行いたいという要望があった。
【０００４】
そのため、機械走査式の超音波内視鏡では例えば特開２００１－２９２９９７号公報に示
すように操作部を大型化させることなく、簡単な操作で超音波振動子部を挿入部の先端部
から突没させて超音波検査を行える超音波内視鏡が示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、電子走査式の超音波内視鏡で、前記特開２００１－２９２９９７号公報の
超音波内視鏡で示したように超音波観察部が突没する構造にすると、多数の圧電素子から
延出している信号線の一部が断線して観察に支障を来すおそれがある。
【０００６】
また、機械走査式、電子走査式に関わらず、超音波内視鏡観察下で病変部の組織の採取を
行う際、処置具挿通孔の導出口から病変部に向けて穿刺針を穿刺するとき、この穿刺針の
突出量が大きくなると穿刺針の先端が超音波走査範囲から外れて、超音波画像として描出
されなくなるおそれがあった。
【０００７】
本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡観察部による観察と超音波観察部
による観察を最良の状態で行える、使い勝手に優れた電子走査式超音波内視鏡を提供する
ことを目的にしている。
【０００８】
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【課題を解決するための手段】
　本発明の電子走査式超音波内視鏡は、挿入部の先端部を構成する先端硬質部に、内視鏡
挿入軸方向を照らす照明光学系及び直視する観察光学系を設けた内視鏡観察部と、複数の
圧電素子を配列して挿入軸方向に対して略側方を超音波走査範囲とする超音波走査面を形
成した超音波観察部と、処置具が突没可能に挿通される処置具開口とを具備する電子走査
式超音波内視鏡において、前記処置具開口から突出する前記処置具の突出量の変化に伴い
前記内視鏡観察部と、前記超音波観察部の超音波走査面との相対位置を変化させる観察部
移動手段を設けている。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
図１ないし図１１は本発明の第１実施形態に係り、図１は電子走査式超音波内視鏡装置の
構成を説明する図、図２は進退移動手段を有する超音波内視鏡の先端硬性部の構成を説明
する図、図３は図２のＡ－Ａ線断面図、図４は中途部の一部にほぐした状態の素線が位置
するイメージガイドを説明する図、図５は信号線を複数本ずつガイドチューブの外側に引
き出して信号線の断線を防止する構成を説明する図、図６は内視鏡観察部の突出状態を説
明する図、図７は超音波観察部の突出状態を説明する図、図８は電子走査式超音波内視鏡
の他の構成の進退移動手段を説明する図、図９は電子走査式超音波内視鏡の別の構成の進
退移動手段を説明する図、図１０は電子走査式超音波内視鏡のまた他の構成の進退移動手
段を説明する図、図１１は電子走査式超音波内視鏡のまた別の構成の進退移動手段を説明
する図である。
なお、図１１（ａ）は内視鏡観察状態を説明する図、図１１（ｂ）は超音波観察状態を説
明する図である。
【００１５】
図１に示すように本実施形態の電子走査式超音波内視鏡装置（以下、超音波内視鏡装置と
略記する）１は、電子走査式超音波内視鏡（以下、内視鏡と略記する）２と、照明光を供
給する光源部（不図示）及び図示しない撮像素子の駆動及び受信信号の各種信号処理を行
って内視鏡画像を生成する信号処理部を具備する内視鏡観察装置３と、後述する圧電素子
の駆動及び受信信号の各種信号処理を行って超音波診断画像を生成する信号処理部を具備
する超音波観察装置４と、この超音波観測装置４及び前記内視鏡観察装置３で生成された
診断画像を表示するモニタ５とを備えて主に構成されている。
【００１６】
前記内視鏡２は、体腔内に挿入される細長の挿入部１１と、この挿入部１１の基端側に位
置する操作部１２と、この操作部１２の側部から延出するユニバーサルコード１３とで主
に構成されている。
【００１７】
前記ユニバーサルコード１３の基端部には前記内視鏡観察装置３の光源部に接続される内
視鏡コネクタ１４が設けられている。この内視鏡コネクタ１４からは前記超音波観測装置
４に電気的に接続される超音波コネクタ１５ａを有する超音波ケーブル１５が延出すると
ともに、前記内視鏡観察装置３の信号処理部に電気接続される図示しない電気コードが着
脱自在に接続される電気コネクタ１４ａが設けられている。
【００１８】
前記挿入部１１は、先端側から順に硬質部材で形成した先端硬性部６、この先端硬性部６
の基端側に位置する湾曲自在な湾曲部７、この湾曲部７の基端側に位置して前記操作部１
２の先端側に至る細径かつ長尺で可撓性を有する可撓管部８を連設して構成されている。
【００１９】
前記先端硬性部６には、直視による内視鏡観察を行う観察光学系及び照明光学系を進退自
在に構成した内視鏡観察部２０と、超音波を送受する複数の圧電素子を配列して構成した
超音波走査面を有する進退自在な超音波観察部３０とが設けられている。
【００２０】
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なお、前記操作部１２には前記湾曲部７を所望の方向に湾曲制御するアングルノブ１６、
送気及び送水操作を行うための送気・送水ボタン１７ａ、吸引操作を行うための吸引ボタ
ン１７ｂや、体腔内に導入する処置具の入り口となる処置具挿入口１８等の他に前記内視
鏡観察部２０を進退移動させる内視鏡観察部用操作ノブ１９ａ及び前記超音波観察部３０
を進退移動させる超音波観察部用操作ノブ１９ｂが設けられている。符号９は患者の口腔
に配置されるマウスピースである。
【００２１】
図２及び図３に示すように前記先端硬性部６を構成する先端部材６ａには凸部６ｂが形成
されており、この凸部６ｂの段付透孔６ｃに直視観察を行う内視鏡観察部２０が摺動自在
に設けられるとともに、前記先端部材６ａに対して突出して挿入軸方向に対して略側方（
本図では上側）を超音波走査範囲にした超音波観察部３０が摺動自在に設けられている。
この構成のとき、前記内視鏡観察部２０の光学視野範囲の一部は前記超音波観察部３０に
よって遮られ、前記超音波観察部３０の超音波走査範囲の一部が前記凸部６ｂによって遮
られる。
【００２２】
前記内視鏡観察部２０は、前記観察光学系２１及び照明光学系２２が配設される前記先端
部材６ａに対して摺動自在な内視鏡本体部材（以下、内視鏡部本体と略記する）２３と、
この摺動する内視鏡部本体２３と前記先端部材６ａとのあいだの水密を図る伸縮自在で蛇
腹状部を設けたチューブ体で構成した水密部材２４と、前記内視鏡部本体２３の押し引き
操作を行う進退移動手段である内視鏡本体操作チューブ２５とで主に構成されている。
【００２３】
前記内視鏡部本体２３は、回転することを防止するため断面形状を例えば略楕円形状に形
成した摺動部２３ａと、断面形状を略円形に形成したパイプ形状部２３ｂとで構成されて
おり、このパイプ形状部２３ｂには前記内視鏡本体操作チューブ２５の先端部が固設され
ている。
前記水密部材２４の先端部は、前記内視鏡部本体２３の摺動部２３ａの基端面に一体的に
固定され、基端部は前記先端部材６ａに一体に固定されている。
【００２４】
前記内視鏡本体操作チューブ２５は、樹脂チューブ又はブレードを網み込んだ樹脂チュー
ブによって構成されており、基端部は前記内視鏡観察部用操作ノブ１９ａに連結固定され
るようになっている。この内視鏡本体操作チューブ２５内には前記観察光学系を構成する
イメージガイドファイバ２６及び前記照明光学系を構成するライトガイドファイバ（不図
示）が挿通している。そして、この内視鏡本体操作チューブ２５は、挿入部１１内に挿通
配置された内視鏡用ガイドチューブ２７内を挿通している。
【００２５】
一方、前記超音波観察部３０は、前記先端部材６ａに対して摺動自在で超音波を送受する
複数の圧電素子３１，…，３１を配列して構成した超音波走査面３２を設けた超音波本体
部材（以下、超音波部本体と略記する）３３と、この超音波部本体３３と前記先端部材６
ａとのあいだの水密を図る伸縮自在で蛇腹状部を設けたチューブ体で構成した水密部材３
４と、前記超音波部本体３３の押し引き操作を行う進退移動手段である超音波本体操作チ
ューブ３５とで主に構成されている。
【００２６】
前記超音波部本体３３は回り止めとなる平面部３３ａを設けた摺動部３３ｂを有し、この
摺動部３３ｂの基端部、つまり超音波部本体３３の基端部に前記超音波本体操作チューブ
３５の先端部が固定されている。この超音波本体操作チューブ３５の基端部は、前記操作
部１２に設けた超音波観察部用操作ノブ１９ｂに連結固定されるようになっている。この
超音波本体操作チューブ３５内には前記圧電素子３１から延出する信号線３６が挿通して
いる。
【００２７】
なお、前記超音波本体操作チューブ３５は前記内視鏡本体操作チューブ２５と同様、樹脂
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チューブ又はブレードを網み込んだ樹脂チューブである。また、前記超音波本体操作チュ
ーブ３５は、挿入部１１内に挿通配置されている超音波用ガイドチューブ３７内を挿通し
ている。さらに、前記水密部材３４の先端部は前記超音波部本体３３の所定面に一体に固
定され、基端部は前記先端部材６ａの所定面に一体に固定されている。又、図２の符号７
ａは湾曲駒、符号７ｂは外皮チューブ、図３の符号６ｄは前記平面部３３ａに対応する平
面を有する超音波本体用透孔、符号６ｅは前記処置具挿入口１８から挿入された処置具が
挿通する処置具チャンネルである。
【００２８】
図４に示すように前記内視鏡用ガイドチューブ２７の基端部は、前記操作部１２内に設け
られているガイドチューブ固定部材４１に固設されている。前記内視鏡本体操作チューブ
２５の基端部は、このガイドチューブ固定部材４１近傍で前記内視鏡観察部用操作ノブ１
９ａに一体なスライド部材４２に固設されている。
【００２９】
そして，前記内視鏡本体操作チューブ２５内を挿通してこのスライド部材４２上に導かれ
たイメージガイドファイバ２６及び図示しないライトガイドファイバの中途部には、被覆
部材の一部を剥してライトガイド素線をほぐして弛んだ状態にした素線弛み部２６ａが設
けられている。このことよって、ライドガイド素線が切断されることなく前記内視鏡観察
部２０が進退移動する構成になっている。
【００３０】
なお、前記観察光学系を固体撮像素子を設けて構成する際には、この固体撮像素子から延
出する信号線に弛るみ部を持たせ、その弛み部を例えばスライド部材４２上に配置する。
【００３１】
一方、図５に示すように前記超音波観察部用操作ノブ１９ｂに連結固定される超音波本体
操作チューブ３５の基端部には押し引き操作性を向上させる目的で樹脂部材等の充填材５
１を封入している。また、前記超音波本体操作チューブ３５の側面部及びガイドチューブ
３７の側面部には例えば千鳥状配置で複数のスリット３５ａ、３７ａが形成されている。
これらスリット３５ａ、３７ａからは前記圧電素子３１から延出した信号線３６が複数本
ずつ前記ガイドチューブ３７の外周側に弛んだ状態で引き出されている。なお、前記スリ
ット３５ａとスリット３７ａとは略同位置に形成されており、スリット３７ａをスリット
３５ａより細長に形成している。
【００３２】
上述のように構成した超音波内視鏡装置１の作用を説明する。
内視鏡観察を行う場合、前記操作部１２に設けられている内視鏡観察部用操作ノブ１９ａ
を所定の方向に手元操作する。すると、この内視鏡観察部用操作ノブ１９ａの回動動作に
伴って前記スライド部材４２、内視鏡本体操作チューブ２５が前方側に移動される。この
ことよって、図６の矢印に示すように内視鏡観察部２０を構成する内視鏡部本体２３が前
方側に移動して突出した状態になる。この突出動作のとき、前記イメージガイドファイバ
２６及びライトガイドファイバはスライド部材４２上で弛んだ状態になっているので、前
記イメージガイドファイバ２６及びライトガイドファイバに負荷がかからない状態で、前
記内視鏡部本体２３は挿入軸方向にスムーズに移動する。
【００３３】
そして、前記内視鏡部本体２３が所定の位置まで突出することによって、観察光学系２１
の光学視野範囲が前記超音波観察部３０によって遮られることなく良好な内視鏡観察状態
なる。
【００３４】
一方、超音波観察を行う場合には、前記操作部１２に設けられている超音波観察部用操作
ノブ１９ｂを所定方向に手元操作する。すると、この超音波観察部用操作ノブ１９ｂの回
動動作に伴って前記超音波本体操作チューブ３５が前方側に移動する。そして、図７の矢
印に示すように超音波観察部３０を構成する超音波部本体３３が前方側に移動して突出状
態になる。このことによって、超音波観察部３０に設けられている超音波走査面３２の超
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音波走査範囲が前記内視鏡観察部２０や凸部６ｂによって遮られることなく良好な超音波
観察を行える。
【００３５】
なお、前記信号線３６は、スリット３５ａ、３７ａから引き出されて弛んだ状態になって
いるので、この信号線３６に負荷がかからない状態で、前記超音波部本体３３は挿入軸方
向にスムーズに移動する。
【００３６】
このように、先端硬性部に直視観察を行う内視鏡観察部を摺動自在に設けるとともに、複
数の圧電素子を配列して構成した超音波走査面を有する超音波観察部を摺動自在に設け、
操作部に内視鏡観察部用操作ノブ及び超音波観察部用操作ノブを設けることによって、適
宜、内視鏡観察部用操作ノブ又は超音波観察部用操作ノブを操作して内視鏡観察部又は超
音波観察部を進退移動して挿入軸方向の位置を変化させることによって、最良の光学視野
範囲又は超音波走査範囲を確保して良好な内視鏡観察及び超音波観察を行うことができる
。
【００３７】
また、内視鏡観察部から延出するライトガイドファイバ及びイメージガイドファイバの中
途部に素線弛み部を設ける構成、或いは撮像素子から延出する信号線を弛ませる構成、超
音波観察部から延出する信号線を超音波本体操作チューブのスリット及びガイドチューブ
のスリットから引き出して弛んだ状態にすることによって、内視鏡観察部及び超音波観察
部を挿入を軸方向に進退移動させたときファイバ類及び信号線が断線させることを確実に
防止することができる。
【００３８】
なお、本実施形態においては内視鏡観察部２０と超音波観察部３０とをそれぞれ挿入部軸
方向に対して進退自在な構成としたが、図８に示すように超音波観察部３０Ａを先端面か
ら所定量突設させた状態で固定して、内視鏡観察部２０Ａだけを進退移動させる構成にし
てもよい。この構成のとき、前記摺動部２３ａを段付透孔６ｃ内に収納状態にすることに
よって、前記超音波観察部３０Ａに設けた超音波操作面３２の超音波走査範囲が確保され
、前記内視鏡観察部２０Ａを突出状態にすることによって光学視野範囲が前記超音波観察
部３０によって遮られることがなくなる。このことによって、内視鏡観察部２０Ａを適宜
突没させることによって、光学視野範囲又は超音波走査範囲を確保して所望の観察を行う
ことができる。
【００３９】
なお、この実施形態においては、前記内視鏡部本体２３のパイプ形状部２３ａに周り止め
用の平面部を設けることによって摺動部２３ａが回転することを防止している。
【００４０】
また、図９に示すように超音波観察部３０Ｂが配置される段部６ｆを形成するように長め
に形成した凸部に内視鏡観察部２０Ｂを固定状態にし、超音波観察部３０Ｂだけを進退移
動させる構成にしてもよい。この構成によれば、超音波観察部３０Ｂを突出させることに
よって超音波操作面３２の超音波走査範囲が確保され、超音波観察部３０Ｂを段部６ｆ内
に引き戻し配置することによって観察光学系２１の光学視野範囲が確保される。このこと
によって、超音波観察部３０Ｂを適宜突没させて、光学視野範囲又は超音波走査範囲を確
保して所望の観察を行うことができる。
【００４１】
さらに、上述した実施形態においては内視鏡観察部及び超音波観察部の進退操作を、操作
部に設けた内視鏡観察部用操作ノブ、超音波観察部用操作ノブの手元操作によって行う構
成にしていたが、図１０に示すように例えば空気等の流体の注入及び排出を行う流体チュ
ーブ６１及びシリンダ部６２と、ピストン部６３となる超音波部本体３３Ａとを設けて進
退移動手段を構成するようにしてもよい。
【００４２】
加えて、本実施形態においては前記超音波部本体３３Ａの進退移動の際に前記圧電素子３
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１からそれぞれ延出している信号線３６が断線することを防止するため、シリンダ部６２
を構成する円筒部材６４の内部空間を信号線配置空間とし、この空間部内に前記信号線３
６をほぐして弛ませた状態で螺旋状にまとめて収納する。そして、この信号線３６のひと
まとめに構成した先端側部を前記円筒部材６４に固定して操作部方向に延出する。なお、
ほぐした信号線３６を用いる代わりに、螺旋状に形成したフレキシブル基板を用いる構成
にしてもよい。
【００４３】
このことによって、シリンダ６２内に流体を注入することによって超音波部本体３３Ａが
突出するように前方側に移動し、このシリンダ６２内の流体を排出することによって超音
波部本体３３Ａが基端側に戻るように移動する。つまり、流体の注入或いは排出を適宜行
うことによって前記超音波部本体３３Ａを進退移動させて光学視野範囲又は超音波走査範
囲を確保して所望の観察を行うことができる。
【００４４】
又、前記内視鏡観察部、超音波観察部の進退を、操作部に設けた操作ノブや、流体の注入
／排出で行う代わりに、図１１（ａ）に示すように先端部材６ａ内に超音波部本体３３Ｂ
を収納する本体収納空間７０を形成し、この本体収納空間７０に配置される超音波部本体
３３Ｂにラック７１を設け、先端部材６ａの所定位置に前記ラック７１に噛合するギア７
２を配置してラックピニオン部を設けるとともに、処置具チャンネル７３に挿通されるシ
ース部材７４の外周面の所定位置に前記ラックピニオン部のギア７２に噛合する噛合部７
４ａを設けて進退移動手段を構成するようにしてもよい。
【００４５】
このことによって、図１１（ｂ）に示すように前記シース部材７４の先端部を処置具開口
から突出させるように移動させることにより、このシース部材７４に設けられている噛合
部７４ａが前記ギア７２を回転させる。すると、このギア７２の回転に伴って、前記ラッ
ク７２が前方側に移動して超音波観察部３０Ｃが内視鏡先端面から突出した状態になる。
一方、この状態で前記シース部材７４を処置具チャンネル７３内に納めるように引き戻し
操作を行うことにより、前記ラック７２が基端側に移動して超音波観察部３０Ｃが本体収
納空間７０内に収納される。
【００４６】
このように、ラックピニオン部を構成するギア７２に噛合する噛合部７４ａを設けたシー
ス部材７４を適宜突没動作することによって、前記超音波本体部３３Ｂを進退移動させて
、光学視野範囲又は超音波走査範囲を確保して所望の観察を行うことができる。
【００４７】
本実施形態においては、前記ラックピニオン部を構成するラック７１とギア７２との間に
スリップ機構を設けている。このスリップ機構は、例えば軸部７５ａに対して所定の弾性
力で軸支されるスリップギア７５で構成したものである。このスリップギア７５は、前記
超音波観察部３０Ｃが例えば体腔内の体壁や粘膜等に接触してラック７１の移動抵抗が所
定状態より増大しているときには、前記シース部材７４を突出させて超音波観察部３０Ｃ
を移動させようとしても、ギア７２の回転がラック７２へ伝達されることを阻止するよう
に作用する。
【００４８】
このことにより、前記超音波観察部３０Ｃが体壁や粘膜等に接触している状態のとき、超
音波観察部３０Ｃがさらに突出して体壁等に傷をつける不具合の発生が確実に防止される
。
【００４９】
図１２ないし図１４は本発明の第２実施形態にかかり、図１２は回動手段を有する超音波
内視鏡の先端硬性部の構成を説明する図、図１３は超音波内視鏡の作用を説明する図、図
１４は超音波観察部の回動と穿刺ラインの修正方法を説明する図である。
【００５０】
なお、図１２（ａ）は長手方向の断面図、図１２（ｂ）は図１２（ａ）のＢ－Ｂ線断面図
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、図１４（ａ）は画面上に表示される超音波観察部を示す図、図１４（ｂ）は画面上に表
示される超音波観察部を示す図である。
【００５１】
本実施形態の電子走査式の超音波内視鏡では、前記第１実施形態で示したように内視鏡観
察部又は超音波観察部の少なくとも一方を挿入軸方向に対して進退移動させる代わりに、
図１２（ａ）及び図１３に示すように超音波観察部３０Ｄを矢印Ａ、Ｂに示すように回動
させて上側であった超音波走査範囲を前方上側に変化させる構成にしている。
【００５２】
そのため、前記図１１（ａ）、（ｂ）に示したラックピニオン部を構成していたラックの
代わりに前記超音波観察部３０Ｄを構成する超音波部本体３３Ｂの所定位置に第２のギア
７７を一体的に設けてこの超音波部本体３３Ｂを回動させる構成にしている。なお、前記
超音波観察部３０Ｄは先端面から突出した構成であり、その他の構成は前記図１１（ａ）
，（ｂ）に示した構成と同様であり、同部材には同符合を符して説明を省略する。
【００５３】
上述のように超音波内視鏡２Ａを構成したことによって、図１３に示すように前記シース
部材７４の先端部を処置具開口から突出させるように移動させることにより、このシース
部材７４に設けられている噛合部７４ａが前記ギア７２を回転させ、このギア７２の回転
が前記スリップギア７５を介して前記第２のギア７７に伝達される。
【００５４】
すると、超音波観察部３０が一点鎖線に示した状態から実線に示す状態まで回転するとと
もに、超音波走査範囲も一点鎖線で示す上方向から実線で示す前方上方向に変化する。ま
た、観察光学系の光学視野範囲も二点鎖線に示す範囲から実線に示す範囲に広がる。この
ことによって、例えば前記シース部材７４から破線に示すように穿刺針７８を突出させた
とき、この穿刺針７８の先端部７８ａを確実に超音波操作範囲内に位置させた状態で病変
部の組織の採取を行える。
【００５５】
一方、この状態で前記シース部材７４を処置具チャンネル７３内に納めるように引き戻し
操作することにより、前記第２のギア７７が逆方向に回転して超音波観察部３０Ｄの超音
波走査範囲及び観察光学系の光学視野範囲が直線に示した状態から元の一点鎖線及び二点
鎖線に示す状態に戻る。
【００５６】
このように、ギア７２に噛合する噛合部７４ａを設けたシース部材７４を適宜突没動作す
ることにより、第２のギア７７を設けた超音波部本体が回動して、観察光学系の光学視野
範囲による広範囲の直視観察や、超音波走査範囲を上側から前方上側に変化させての観察
を行うことができる。
【００５７】
ところで、前記第２実施形態においては超音波観察部３０Ｄが回動することにより、この
超音波観察部３０Ｄの超音波走査範囲が上側から前方上側への変化等に伴って穿刺ライン
を変化させる必要がある。
【００５８】
そのため、符号７９に示す回動角度検出手段として例えば歪みゲージ等を設け、この歪み
ゲージの抵抗値の変化を基に、前記内視鏡観察装置３又は超音波観測装置４に設けられて
いる図示しない演算処理部で回動量を算出し、その算出した回動量に基づいて穿刺ライン
の修正を行ったり、或いは、図１４（ａ）、（ｂ）に示すようにモニタ５の画面５ａ上に
表示される超音波観察部３０Ｄの上面の見え方を基に、前記内視鏡観察装置３に設けられ
ている画像処理部及び前記演算処理部で回動量を算出し、その算出した回動量に基づいて
穿刺ラインの修正を行う。
【００５９】
尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱し
ない範囲で種々変形実施可能である。
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【００６０】
［付記］
以上詳述したような本発明の上記実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができる
。
【００６１】
（１）挿入部の先端部を構成する先端硬質部に、内視鏡挿入軸方向を照らす照明光学系及
び直視する観察光学系を設けた内視鏡観察部と、複数の圧電素子を配列して挿入軸方向に
対して略側方を超音波走査範囲とする超音波走査面を形成した超音波観察部とを具備する
電子走査式超音波内視鏡において、
前記内視鏡観察部と、前記超音波観察部の超音波走査面との相対位置を変化させる観察部
移動手段を設けた電子走査式超音波内視鏡。
【００６２】
（２）前記観察部移動手段は、前記内視鏡観察部又は前記超音波観察部の少なくとも一方
を、挿入軸方向に移動させる進退移動手段である付記１に記載の電子走査式超音波内視鏡
。
【００６３】
（３）前記内視鏡観察部又は前記超音波観察部は、
前記先端硬質部に対して摺動自在で前記観察光学系及び照明光学系又は前記超音波走査面
が配設される本体部材と、
この本体部材と前記先端硬質部とのあいだの水密を図る伸縮自在な水密部材と、
を具備する付記１に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００６４】
（４）前記進退移動手段は、前記本体部材の基端部に先端部が固定されて押し引き操作を
行う操作チューブである付記２又は付記３に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００６５】
（５）前記進退移動手段は、シリンダ内に配置されたピストンとなる前記本体部材を進退
させる流体を供給又は吸引する流体チューブである付記２又は付記３に記載の電子走査式
超音波内視鏡。
【００６６】
（６）前記操作チューブ内に、前記超音波観察部の圧電素子から延出する信号線が挿通す
る付記４又は付記５に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００６７】
（７）前記操作チューブ内に、前記内視鏡観察部の観察光学系を構成する撮像素子から延
出する信号線又はイメージガイドファイバ及び照明光学系を構成するライトガイドファイ
バが挿通する付記４又は付記５に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００６８】
（８）前記操作チューブに、これらチューブ内を挿通する前記信号線又はガイドファイバ
が断線することを防止する断線防止手段を設けたことを特徴とする付記６又は付記７に記
載の電子走査式超音波内視鏡。
【００６９】
（９）前記断線防止手段は、前記信号線又はガイドファイバを外周側に導く、前記チュー
ブの中途部に配列した透孔である付記８に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００７０】
（１０）前記断線防止手段は、前記信号線又はライトガイドファイバをほぐした弛み部で
ある付記８に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００７１】
（１１）前記水密部材は、伸縮自在な弾性部材で形成したチューブ体である付記３に記載
の電子走査式超音波内視鏡。
【００７２】
（１２）前記水密部材は、蛇腹状部を設けたチューブ体である付記３に記載の電子走査式
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超音波内視鏡。
【００７３】
（１３）前記進退移動手段を、前記超音波観察部を構成する本体部材の基端側に設けたラ
ックピニオン部と、このラックピニオン部の歯車に噛合する噛合部を外周面に設けた処置
具とで構成する付記２又は付記３に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００７４】
（１４）前記処置具はシース部材であり、このシース部材の先端部外周面に前記噛合部を
設けた付記１３記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００７５】
（１５）前記観察部移動手段は、前記超音波観察部を前記観察光学系の観察方向に対して
回動させる回動手段である付記１に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００７６】
（１６）前記回動手段は、前記超音波観察部を構成する本体部材の基端側に一体に設けた
第２歯車部とこの歯車に噛合する歯車と、この歯車に噛合する噛合部を外周面に設けた処
置具である付記１５に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００７７】
（１７）前記処置具の突出量の変化に伴い、前記超音波観察部を構成する本体部材が回動
する付記１６に記載の電子走査式超音波内視鏡。
【００７８】
（１８）前記歯車と歯車との間にスリップ機構を設けた付記１６記載の電子走査式超音波
内視鏡。
【００７９】
（１９）前記超音波観察部に回動角度検出手段を設けた付記１６に記載の電子走査式超音
波内視鏡。
【００８０】
（２０）前記回動角度検出手段は歪みゲージである付記１９に記載の電子走査式超音波内
視鏡。
【００８１】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、内視鏡観察部による観察と超音波観察部による観察
を最良の状態で行える、使い勝手に優れた電子走査式超音波内視鏡を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図１１は本発明の第１実施形態に係り、図１は電子走査式超音波内視
鏡装置の構成を説明する図
【図２】進退移動手段を有する超音波内視鏡の先端硬性部の構成を説明する図
【図３】図２のＡ－Ａ線断面図
【図４】中途部の一部にほぐした状態の素線が位置するイメージガイドを説明する図
【図５】信号線を複数本ずつガイドチューブの外側に引き出して信号線の断線を防止する
構成を説明する図
【図６】内視鏡観察部の突出状態を説明する図
【図７】超音波観察部の突出状態を説明する図
【図８】電子走査式超音波内視鏡の他の構成の進退移動手段を説明する図
【図９】電子走査式超音波内視鏡の別の構成の進退移動手段を説明する図
【図１０】電子走査式超音波内視鏡のまた他の構成の進退移動手段を説明する図
【図１１】電子走査式超音波内視鏡のまた別の構成の進退移動手段を説明する図
【図１２】図１２ないし図１４は本発明の第２実施形態にかかり、図１２は回動手段を有
する超音波内視鏡の先端硬性部の構成を説明する図
【図１３】超音波内視鏡の作用を説明する図
【図１４】超音波観察部の回動と穿刺ラインの修正方法を説明する図
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